
令和６年度　日の出町立大久野中学校　学校評価計画書及び報告書

学　　　　校　　　　評　　　　価　　　　計　　　　画

自己
評価

関係者
評価

最終
評価

①総合的な学習の時間を中心にプレゼンテーション・発表活動を充実させ、年に１回以上PCを
　用いた発表する機会を設定する。  授業の中でタブレットＰＣを効果的に活用する。
　（令和３・４年度日の出町研究指定の実践の継続）

生徒アンケート ８９.８%
授業の中でどの教科もタブレットPC
を効率的に活用できた。

B

②思考力・判断力・表現力を高める指導の工夫する。【主体的・対話的で深い学び】
　【日の出町学習スタンダード】[個→グループ（協働学習）→全体での活動]を徹底する。

生徒アンケート ８１.３%
各授業で協働学習は定着してき
た。

B

③家庭学習の習慣を付けるため、【学習見える化計画表】に取り組ませ、学習のきっかけをつか
　ませる。（３年計画の２年目）【生活見える化計画表】（1年のみ）を併せて取り組ませる。
　英語の聞く力を付けるために、英会話の昼放送や、清掃時の英語の音楽を流す。

学習見える化計画表  ４３.６%
昼食時の英会話放送 ３８.７%
清掃時の英語音楽    ８５.７%

C

④テスト前の質問教室は全教科で行う。また、休業中の学習教室は年間１５日以上実施する。
　放課後学習教室を毎週火曜日と水曜日に開催する。

年間１５日以上実施 A

①体育祭、音楽会、職場体験における生徒の表現力を向上させる。
　保護者アンケ―トで、各行事で感動したと回答する割合を８０％以上にする。

アンケートから　８８.７％ A

②一人一人に適した卒業後の進路決定。　卒業式までに生徒の進路先を１００%決定する。 進路決定　１００％ A

③コミュニケーションの場として校長室前の「立ち止まりの場所（仮称）」を充実させる。
　「立ち読みSmall Library」「スライドショー映像」「等身大鏡の身なりチェック」等

「立ち読みSmall Library」「スライド
ショー映像」は生徒たちのコミュニ
ケーションの場となっていた。

B

④体育祭、音楽会に生徒全員参加率を９５％以上にする。
体育祭生徒参加率９８％
音楽会生徒参加率９４％ A

⑤進学講演会、進路説明会の充実。更に、進路説明会保護者の参加率を８０％以上にする。
進路説明会の１回目参加率 ６１％
(３年のみ）     ２回目参加率 ６１％ C

①生徒アンケートで、悪口、言葉の暴力や意地悪をしなかったと答える生徒を８０％以上にする。 生徒アンケート８０.７％肯定的意見 A

②全校で人権作文に取り組ませ、生徒の作文提出率を９０％以上とする。 人権作文提出率８５％ B

③道徳授業の充実。
　４人グループでの話合い活動を取り入れ 【考える道徳、議論する道徳】を行う。

生徒アンケート８２.３％肯定的意見
グループ活動を取り入れた道徳授
業が定着してきた。

B

④年３回のふれあい月間終了時にいじめに関する実態調査を行い、記載事項については 聞き
　取り調査も実施し、初期対応に当たることで問題解決させる。

3回の実態調査を行う。
タイムリーに生徒への聴き取りがで
きた。

A

①保護者アンケートにおいて、「学校の情報や生徒の様子の分かりやすく伝えられている」と答
　える保護者の割合を８０％以上にする。
　（学校ＨＰ、学校だより、学年だよりで情報発信する。宿泊行事等は【すぐーる】でリアルタイム
　に情報発信し、家庭に様子を伝える。）

アンケートから   ９０％ A

②【日の出町教育ビジョン２０２３】　家庭・地域・学校が【かかわりと】と【つながり】を意識した
　取組を推進し、「学び」の成果を地域や次の世代に伝える「学びの循環」を大切にする。
　保護者アンケートで肯定的意見を８０％以上

アンケートから  ７９.５％ B

③全ての判断基準を【生徒ファースト】
　決められたルールの中で先ず、生徒に必要かどうか、教育的効果を考える中、教員の働き方
　改革を考慮しつつ、保護者・地域の理解を得る。保護者アンケートで肯定的意見を８０％以上

アンケートから  　８４％ A

④学校行事、学校公開の積極j的な公開の推進。
　学校行事における地域からの参加者のアンケートで「満足した」と回答する率を９０％以上とする。

アンケートから   ９５.１％ A

①自己評価で組織的な運営ができたと答える教員の割合を８０%以上にする。
　主幹教諭を軸とした組織的な学校運営の推進。

教員の自己申告の学校運営から
平均　８３％ B

②不登校生徒の【居場所づくり】を重視し、複数の教員での【つながり】をもつことで寄り添い
　指導を徹底する。　スマイルルームの利用を柔軟にし、生徒が利用しやすい環境を整える。
　支援コーディネーターを中心に、SCや町教育相談と連携する。

特別支援委員会年間　３５回以上
委員会の一部の組織にスマイル
ルームを入れる。

A

③毎朝の経営会議で３名の主幹教諭への指示・伝達を行うことで、学校経営への参画をさせ、
　各分掌及び学年による若手教員に対するＯＪＴを充実させる。

経営会議は長期休業中以外は毎日
実施できた。 A

④生活指導部と連携し、情報交換に留まらず、指導方針を打ち出し徹底する。生活指導主任を
　中心に各学年の生活指導担当と連携を図り、問題解決に即時取り組み解決させる。

生活指導主任を中心に生活指導部
と学年が連携し、いじめ問題の早期
解決ができた。

A

目指す学校像 評価項目
（＝中長期的目標）

評価方法・目標水準 評価結果

評価

〇私自身、たわいもない会話の中で、実際子供の進路情報は先輩お母さん方から聞く話が凄く参考になっていました。今は、コミュニティが少ないので、
　そのような場づくりが学校でも作れたらいいですね。
〇各種学校行事の開催が充実したものとなっており、生徒一人ひとり活気があふれ、充実した学校生活を送れているように見受けられる。
〇学校行事、進路指導の充実お疲れ様です。生き生きした生徒の姿をよく目にします。
〇重要な説明会だと思うのですが、保護者参加率が６1%の要因は何なのでしょうか。
〇体育祭、音楽会はとても感動しました。イオンにて職場体験の生徒を見かけましたが、緊張しながらも元気に働いていました。
　校長室前は私も楽しみにしています。これからも楽しみにしています。保護者の方はお忙しいとは思いますが、もう少し関心をもっていただきたいです。

【教育目標】　　　　　　　　未来をひらく豊かな社会をめざして
　　　　　　　　　　◎　自ら進んで学ぼう　　　　　○思いやりの心　感動する心をもとう　　　　○たくましく　心と体をきたえよう ※評価は４段階（Ａ…9割以上達成、Ｂ…8割以上達成、Ｃ…5割以上達成、Ｄ…達成5割未満）

学　　校　　評　　価　　報　　告　　　　／　　自　　己　　評　　価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上段）〇学校関係者評価の概要及び意見
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（下段）●考察及び、次年度への課題と解決策

●3年生の進路について、副校長・副校長補佐・非常勤教員（元校長）による面接後、校長面接練習を全員実施し、一人２回以上練習を行い意識
　を高めた。　　都立推薦合格６２％・都立一般合格８４％であった。今年度の三学年の進路状況は以下のとおりである。
　（都立高校３４名、私立７名、専修学校１名、通信制２名　工科学校１名　その他１名）卒業生４６名全員の進路先は卒業式前に決定した。
●大久野中２大行事は、取組からしっかり参加し、ほとんどの生徒が満足いく行事となり、クラスの絆が深まったり、個々の力となった。
●「立ち止まりの場所」を設置したことで、生徒同士のコミュニケーションの場となった。生徒総会にて更に充実させる要望を生徒会に行った。
●インターネット出願等手続き等が年々難しくなり、全学年参加対象とししているが３年生の参加率が低迷している。、

◎道徳教育が
　充実している
　学校

○人権尊重の
  意識の醸成・
  自他を尊重
  する心や態度
  の育成

A B

〇　①挨拶②靴を揃える③椅子を机の下にきちんと収納する　　この三つがしっかりできる子は心穏やかに落ち着いた生活ができるのではと思います。
〇生徒一人一人に道徳教育がしっかりと浸透し、生徒同士などの大きなトラブルも皆無であると見受けられる。
〇じめ対応の徹底が図られている事、頭が下がります。学校生活が落ち着いていることも大切です。
〇「道徳」をいろいろな角度でとらえるのは、新たな道徳が芽生えるような気がします。

●生徒アンケートにて、「挨拶礼儀等基本的な生活習慣はできていたか」９２％、「社会規範を守る態度や思いやりの心が育ちましたか」９０％
　 と、肯定的な意見が多く、生徒の落ち着き度が示されていた。
●人権作文では、全学年１３３名の応募した。１名「子どもからの人権メッセージ発表会In日の出」で発表し、人権意識を高めることができた。
●年間３回のいじめに関する実態調査を行い、初期対応に当たることができた。特別支援委員会の意見や生活指導委員会の組織的な対応に
　より、重大事案になることなく全体で見守る体制がとれた。
●保護者会と道徳授業地区公開講座を同日開催することで、保護者の参加率もよく、話し合い活動を取り入れた道徳授業を見せることができた。

◎感動あふれる
　学校

○確かな学力
　　の向上 A B

〇PCを使ったプレゼン力はこれからますます必要。そこで魅力がる表現力が大切になってくると思います。英語の音楽を日常的に聴ける環境はとて
　も良いと思います。
〇生徒の学力向上に向け学校としての様々な取組に対して、生徒もしっかりと取り組んでいる姿が感じられた。
〇思考力・判断力・表現力の育成が素晴らしいです。指導法を工夫されていることが分かります。
〇レベルアップ策が書かれていない自己評価CはDでは。
〇生徒アンケートの評価の高さは、先生方の頑張りや工夫が生かされていると思います。見えるか計画表・英語音楽・質問教室・学習教室はぜひぜひ
　続けてください

●学習を見通すための年間計画として「学習見える化計画表」を導入し家庭学習の定着を促しているが、もう一歩進んでいない。更に｢生活見える
　化計画表｣を1年生から追加し、来年度は｢定期考査の計画表｣も網羅して、一つのファイルに3個の計画を入れて使用頻度を上げるよう工夫する。
●ＩＣＴの活用は、どの授業でも定着し、タブレット上で各自、各班の意見を見える化したり、協働活動により思考力・判断力・表現力を高め
　合っている。ネット通信も安定に向かい始めているが、タブレットの故障等が多いため。来年度の一人１台端末の入れ替えに期待している。
●清掃時の英語の音楽を1年間流し続けることで、生徒の耳に残るまでになった。昼食時の英会話については、学年ごとのレベルの差もあり
　理解度に問題があった。来年度は、中間レベルの内容を流し工夫する。
●テスト前の質問教室は定着している。また。三大コンテスト（漢字・計算・スペル）を充実させていく。全3回満点者3年生2名

○自尊感情を
　高め、学校
　生活の充実
  を図る

A B

●不登校対策の居場所づくりとして別室支援員を常駐させての「スマイルルーム」を活用することができた。また、ルーム長に元大久野
　小校長を置いたことで、小学校時代の様子も把握できた。居場所の一つとして定着し、教室へのステップとして役に立っている。
●各学年に配置された主幹教諭３名を軸に三つの分掌部会が組織的に機能し学校経営が進められた。特に朝の経営会議での報告
　から、報告・連絡・相談の徹底ができ、同時に若手教員のOJTにもつながった。
●いじめ問題には、生活指導主任を中心に「いじめ撲滅宣言」をし、ポスターなどで啓発活動を行った。学年問わず、生徒指導、保護者
　対応することができ、若手教員にもしっかりと伝達できた。生活指導があった場合の報告は、全てデーター化し、しっかり共有できた。

◎真に信頼
　されうる学校

○保護者や地域
　 との連携の
   推進

A A

〇常に生徒ファーストで物事を判断して、学校、保護者、地域の連携が非常にとれているように見受けられる。
〇教員ビジョンは理念なので、具現化が着実に図られていることは素晴らしいです。
〇この評価書の内容は、定着しつつある「生徒ファースト」の表れだと思います。今後の生徒の成長が楽しみです。

●学校経営の「生徒ファースト」は定着しつつある。
●学校の情報は、学校だより、学年だより、クラスだより、宿泊行事等でのすぐメールで各家庭に生徒の様子を周知することができた。
　宿泊行事では、すぐーるにてリアルタイムの映像付き（１回４枚）のメールは、保護者に好評であった。
●令和５年度からの女子制服のスラックス導入や、令和６年度からの新体育着（ジャージ・ハーフパンツ・Tシャツ）は定着した。、
●家庭・地域・学校が【かかわりと】と【つながり】を意識した取組は、来年度コミュニティ・スクールにて更に推進していく。

○組織的な学校
　 運営の推進 A A

〇話を聞いてもらいたい安心と思える大人とおしゃべりをしたい生徒が大勢いるのではないでしょうか（大人の世界もそうかもしれません）
　スマイルルームがその架け橋になってくれればと思います。
〇不登校問題などの各種課題に対して、解決に向けた取組がしっかりなされていると見受けられる。
〇校長のリーダーシップにより学校が一体となって運営されていることが良く分かります。
〇スマイルルームは、いろいろな工夫がされていて、いろいろな活用ができそうでとても期待しています。


